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反
核
証
言
運
動
の
新
た
な
展
開
を
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
の
師
年
度
方
針
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
Ｈ
活
気
あ
る
草
の
根
の
会
め
ざ
し
て
こ
れ
ま
で
証
言
の
会
の
活
動
は
運
営
委
員
会
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
編
集
部
国
際
部
・
事
務
局
の
三
部
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
学
習
部
と
記
録
部
の
二
つ
を
設
け
、
一
般
会
員
・
読
者
・
会
友
か
ら
の
積
極
的
参
加
を
求
め
る
。
⑪
学
習
部
ｌ
平
和
問
題
の
学
習
、
語
被
爆
四
十
周
年
目
の
秋
か
ら
冬
へ
か
け
て
米
ソ
軍
縮
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
第
三
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
を
検
討
す
る
国
連
総
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
椛
想
（
Ｓ
Ｄ
Ｉ
）
の
登
場
な
ど
、
今
月
の
核
状
況
は
ま
す
ま
す
緊
迫
化
し
、
日
本
国
内
で
も
、
行
革
、
靖
国
問
題
や
軍
事
費
突
出
、
国
家
機
密
法
案
上
提
等
、
戦
後
の
平
和
と
民
主
主
義
を
否
定
す
る
重
大
な
危
機
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
長
崎
の
証
言
の
会
は
、
核
戦
争
阻
止
・
核
兵
器
廃
絶
・
非
核
都
市
宣
言
な
ど
の
平
和
運
動
、
被
爆
者
援
謹
法
制
定
運
動
、
反
核
証
言
・
平
和
教
育
・
文
化
創
造
活
動
の
い
っ
そ
う
の
前
進
を
目
ざ
し
た
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
運
営
委
員
会
は
じ
め
組
織
全
体
の
若
返
り
と
活
性
化
、
拡
大
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
弱
年
度
の
主
な
活
動
経
過
餌
年
刊
月
弱
日
艶
年
度
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
（
被
災
協
３
階
）
吃
月
８
日
核
廃
絶
人
類
不
戦
の
集
い
。
哩
月
加
日
『
長
崎
通
信
』
だ
号
発
行
。
妬
年
１
月
６
日
証
言
新
年
座
談
会
。
２
月
帽
・
打
日
広
島
の
証
言
の
会
と
長
崎
の
証
言
の
会
合
同
会
議
。
『
証
言
』
追
号
、
『
通
信
』
祁
号
発
行
。
吃
月
幻
日
原
水
禁
世
界
大
会
長
崎
準
備
委
員
会
発
足
、
証
言
の
会
参
加
。
吃
月
創
日
反
核
歌
と
文
学
の
集
い
。
３
月
胴
～
型
日
在
韓
被
爆
者
医
療
調
査
団
派
遣
（
鎌
田
、
下
平
、
松
尾
）
３
月
別
日
韓
国
被
爆
者
調
査
報
告
会
。
長
崎
の
証
言
の
会
運
営
委
員
会
。
４
月
２
日
福
田
須
磨
子
忌
の
集
い
。
４
月
お
日
日
蘭
不
戦
の
集
い
。
５
月
１
日
『
証
言
』
皿
号
、
『
長
崎
通
信
』
万
号
発
行
。
５
月
羽
日
証
言
の
会
運
営
委
員
会
。
６
月
２
日
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
交
流
集
会
（
福
岡
市
）
８
月
８
．
９
日
原
水
禁
世
界
大
会
。
８
月
扣
日
核
廃
絶
不
戦
の
集
い
。
ナ
ガ
サ
キ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
８
月
加
日
『
証
言
』
妬
号
、
『
長
崎
反
核
証
言
運
動
一
九
八
五
年
の
総
括
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
の
錨
年
度
活
動
報
告
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
運
営
委
員
会
１
１I
け
ｊ
ユ
み
Ｊ
１
聞
吊
Ｈ
Ｕ
り
べ
活
動
、
合
評
会
。
②
記
録
部
Ｉ
戦
争
・
原
爆
体
験
の
記
録
、
生
活
記
録
の
作
製
、
文
集
『
長
崎
の
証
言
』
『
長
崎
通
信
』
発
行
。
⑧
国
際
部
ｌ
海
外
交
流
、
資
料
・
通
信
の
翻
訳
、
国
際
会
議
。
四
編
集
部
ｌ
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
そ
の
他
の
出
版
物
の
編
集
刊
行
。
⑤
事
務
局
Ｉ
証
言
の
会
事
務
、
渉
外
、
刊
行
物
普
及
、
経
理
担
当
。
こ
れ
ら
の
五
つ
の
部
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
、
ま
た
共
同
し
て
活
動
す
る
が
、
平
和
活
動
の
み
で
な
く
、
本
当
に
人
間
ら
し
く
生
き
る
喜
び
と
力
の
わ
く
よ
う
な
多
面
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。
特
に
、
年
四
回
の
『
証
言
』
『
長
崎
通
信
』
の
編
集
・
発
行
・
発
送
時
は
、
編
集
部
と
事
務
局
を
み
ん
な
で
支
援
し
、
編
集
部
・
事
務
局
の
過
重
負
担
を
軽
減
す
る
。
口
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
証
言
の
会
は
全
国
に
会
員
・
読
者
を
も
ち
、
ま
た
海
外
に
も
協
力
者
が
あ
り
、
文
字
通
り
広
島
長
崎
を
起
点
と
す
る
草
の
根
の
証
言
運
動
体
と
な
っ
て
い
る
。
会
で
は
各
地
の
会
員
に
地
方
委
員
を
二
弱
年
度
証
言
運
動
の
総
括
原
爆
と
敗
戦
か
ら
四
十
年
目
の
夏
、
世
界
の
目
は
広
島
・
長
崎
に
集
ま
り
、
核
戦
争
阻
止
・
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
内
外
世
論
も
一
定
の
高
ま
り
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
行
政
改
革
や
靖
国
問
題
、
国
家
機
密
法
案
上
提
等
の
動
き
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
を
め
ぐ
る
対
立
な
ど
、
内
外
の
き
び
し
い
状
況
の
中
で
、
日
本
の
平
和
運
動
も
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
せ
ま
ら
れ
て
き
た
。
長
崎
の
証
言
の
会
で
は
、
そ
の
中
で
『
証
言
』
誌
刊
行
を
軸
に
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
収
め
て
き
た
。
し
か
し
、
会
員
拡
大
そ
の
他
前
年
度
か
ら
の
課
題
も
か
か
え
こ
ん
だ
ま
ま
で
あ
る
。
川
『
証
言
』
『
通
信
』
の
編
集
・
刊
行
『
証
言
』
で
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
通
信
』
だ
号
発
行
。
８
月
訓
日
証
言
の
会
運
営
委
員
会
。
扣
月
釦
日
証
言
の
会
運
営
委
員
会
。
『
証
言
』
蝿
号
、
『
通
信
』
ね
号
。
Ⅲ
月
旧
日
証
言
の
会
運
営
委
員
会
。
Ⅶ
月
帽
日
錨
年
度
証
言
の
会
総
会
。
第
９
回
平
和
市
民
講
座
開
催
。
●●
口’
②
証
言
の
会
の
草
の
根
反
核
運
動
今
年
は
恒
例
の
平
和
行
事
に
加
え
て
、
二
月
の
反
核
文
学
と
歌
の
集
い
、
三
月
の
在
韓
被
爆
者
調
査
団
派
遣
、
六
月
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
交
流
集
会
な
ど
、
証
言
運
動
の
枠
を
広
げ
、
他
の
市
民
団
体
と
の
新
し
い
企
画
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
こ
の
四
、
五
年
長
崎
の
証
言
の
会
の
会
員
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
多
彩
な
市
民
運
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
発
展
経
過
を
た
ど
り
、
そ
の
た
め
に
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
拡
散
と
多
忙
を
も
も
た
ら
し
て
い
る
。
特
に
、
長
崎
平
和
推
進
協
の
結
成
と
新
し
い
部
会
活
動
の
始
ま
り
、
核
実
験
依
蛎
し
、
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
多
く
の
会
員
が
地
方
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
よ
う
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
地
方
支
部
の
確
立
を
は
か
り
た
い
。
白
会
員
拡
大
と
編
集
。
事
務
局
強
化
今
年
こ
そ
は
一
千
人
会
員
の
実
現
を
め
ざ
し
、
運
営
委
員
、
地
方
委
員
、
各
部
会
メ
ン
バ
ー
の
活
動
の
強
化
を
は
か
る
。
そ
の
た
め
に
新
年
度
よ
り
常
勤
の
事
務
局
員
を
お
き
、
庶
務
会
計
と
編
集
実
務
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
編
集
部
、
事
務
局
に
若
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
得
て
、
会
活
動
の
強
化
を
は
か
り
た
い
。
ま
た
、
学
習
部
、
記
録
部
、
国
際
部
を
含
め
た
会
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
の
文
集
、
通
信
の
発
行
の
た
め
に
、
印
刷
機
ワ
ー
プ
ロ
等
を
購
入
、
活
用
す
る
ａ
凹
妬
年
度
の
証
言
の
会
の
事
業
①
『
証
言
』
（
第
〃
～
加
号
）
刊
行
。
②
『
長
崎
通
信
』
（
第
帥
～
拠
号
）
発
行
③
手
づ
く
り
証
言
集
の
発
行
。
④
『
な
が
さ
き
へ
の
旅
』
改
定
版
発
行
。
⑤
グ
ラ
フ
『
な
が
さ
き
』
（
和
英
両
文
）
の
編
集
刊
行
。
⑥
『
証
言
』
『
旅
』
等
の
図
書
普
及
。
⑦
調
査
・
研
究
活
動
、
平
和
講
座
。
・
原
爆
被
爆
死
没
者
調
査
へ
の
協
力
③
平
和
・
反
核
運
動
、
被
爆
者
運
動
、
平
和
文
化
活
動
へ
の
参
加
。
⑨
他
団
体
と
の
共
同
事
業
の
推
進
。
サ
キ
の
証
言
と
語
り
べ
活
動
、
修
学
旅
行
等
の
平
和
教
育
、
被
爆
者
の
要
求
と
援
謹
法
制
定
運
動
、
被
爆
四
十
年
の
意
味
な
ど
を
中
心
に
特
集
し
、
全
国
の
草
の
根
運
動
と
海
外
の
反
核
運
動
を
つ
な
ぐ
証
言
運
動
誌
と
し
て
、
ま
た
、
平
和
学
習
誌
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
『
通
信
』
は
こ
れ
を
補
い
、
会
員
・
読
者
の
親
睦
・
交
流
、
会
活
動
の
発
展
を
め
ざ
し
て
き
た
が
、
『
証
言
』
の
場
合
同
様
、
さ
ら
に
親
し
み
や
す
い
、
充
実
し
た
誌
面
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
証
言
』
普
及
の
た
め
の
広
報
活
動
に
も
今
後
努
力
と
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
I● ●
豆 －
に
抗
談
す
る
市
民
の
会
結
成
や
各
種
の
市
民
平
和
識
座
の
開
催
な
ど
は
、
共
に
歓
迎
す
べ
き
運
動
の
発
展
で
は
あ
る
が
、
長
崎
の
反
核
市
民
運
動
全
体
の
活
性
化
、
拡
充
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
ち
み
つ
な
自
己
検
討
と
協
同
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
し
当
っ
て
、
非
核
自
治
体
宣
言
運
動
や
「
ヒ
ロ
ン
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
平
和
基
金
」
の
推
進
な
ど
は
、
他
の
草
の
根
の
市
民
団
体
と
の
共
同
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
③
国
際
連
帯
活
動
の
強
化
証
言
の
会
で
は
海
外
在
住
の
被
爆
者
、
平
和
運
動
者
た
ち
と
の
交
流
に
つ
と
め
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
、
誌
面
へ
の
通
信
・
論
文
類
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
被
爆
者
の
海
外
遊
説
活
動
と
も
連
け
い
し
な
が
ら
、
刊
行
物
そ
の
他
に
よ
る
平
和
・
反
核
運
動
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
側
若
返
り
と
活
性
化
、
拡
大
反
核
市
民
運
動
の
枠
組
み
の
拡
大
、
『
証
言
』
誌
編
集
の
高
度
化
、
一
方
に
お
け
る
地
域
的
、
全
国
的
な
右
傾
化
の
動
き
の
中
で
、
長
崎
の
証
言
の
会
は
、
組
識
の
若
返
り
と
活
性
化
、
拡
大
の
た
め
の
模
索
を
続
け
て
き
た
。
最
近
の
編
集
部
の
若
返
り
、
活
性
化
の
た
め
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
予
想
を
こ
え
る
反
応
は
、
新
し
い
前
進
の
た
め
の
条
件
と
可
能
性
も
熟
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
・
長
崎
平
和
の
母
子
像
建
立
運
動
。
。
在
外
被
爆
者
支
援
活
動
。
．
。
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
平
和
基
金
」
へ
の
協
力
。
国
主
な
年
間
活
動
日
程
１
月
『
証
言
』
Ⅳ
号
、
『
長
崎
通
信
』
帥
号
、
創
号
発
行
。
３
月
第
認
回
ビ
キ
ニ
デ
ー
。
４
月
第
廻
回
福
田
須
磨
子
忌
の
集
い
。
『
証
言
』
娼
号
、
『
通
信
』
駆
号
。
７
月
『
証
言
』
狙
号
、
『
通
信
』
鎚
号
発
行
。
８
月
原
水
禁
世
界
大
会
、
第
７
回
ナ
ガ
サ
キ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
。
如
月
国
連
軍
縮
週
間
行
事
参
加
。
『
証
言
』
加
号
、
『
通
信
』
拠
号
。
ｎ
月
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
開
催
。
姻
月
長
崎
不
戦
の
集
い
（
第
６
回
）
『
長
崎
通
信
』
錦
号
発
行
。
妬
年
度
長
崎
の
証
言
の
会
役
員
会
長
秋
月
辰
一
郎
副
会
長
内
田
伯
鎌
田
定
夫
事
務
局
長
広
瀬
方
人
同
次
長
今
田
斐
男
山
内
隆
司
（
運
営
委
員
．
：
…
：
次
号
に
掲
載
）
総
会
で
は
次
の
新
人
も
推
薦
さ
れ
た
。
今
田
美
香
、
岩
田
和
郎
、
内
田
公
義
、
酒
井
伸
子
、
杉
山
リ
ッ
子
、
柴
原
寿
恵
夫
、
竹
平
宗
平
、
戸
泉
俊
子
、
野
中
煕
次
、
深
見
留
弓
子
ほ
か
。
’
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